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C　O　N　T　E　N　T　S 理　念
　『病める人の身になって、
　　　心のこもった最良の医療を目指します』
基本方針
１．福岡市の基幹病院として急性期医療を担います。
２．�地域医療支援病院として、地域の医療機関との連携
や役割分担による地域完結型医療を目指します。

３．�安全で質の高い医療を追求し、患者さんに満足して
いただける病院を目指します。

４．患者さんの尊厳と権利を尊重します。
５．�新しい時代の医療を先取りし、常に研鑽努力します。

■ 新年のごあいさつ� ����� 一宮　仁・平野　礼子

■ 専門・認定看護師、メディカルスタッフの紹介

■ 地域医療連携課だより

■ 第67回共済医学会を開催

■ 登録医から一言

■ 外来診療担当医一覧　

� 富士山吉田ルート山頂よりのご来光（写真撮影者　前田　祐也）



病院長　一宮　仁
新年のごあいさつ

新年明けましておめでとうございます。
平成最後のお正月を皆さまはどのような想いでどのようにお迎えでしょうか？
昭和64年1月7日、時の内閣官房長官の小渕恵三氏が「平成」と墨書された書を掲げて新しい時代の幕開け
を告げるTVニュースを留学先のSweden Stockholmで観ました。あれから30年、科学・医学の進歩は想像
した以上に速く、人々の価値観や国内外の社会情勢も大きく変化しました。この国の素晴らしい社会保障制度・
医療制度やITの導入などによる医療技術の進歩は長寿に貢献し、結果的に稀代の超高齢国家となりました。
病院では高齢患者さんが著しく増加し、一方で昭和もバブルも知らない『平成生まれ』の若い職員が元気に
活躍しています。
超高齢社会はこれからも長きにわたって続くため、社会保障制度や医療政策の改革が必要となり、「人生
100年時代」や「健康寿命の延伸」をキーワードとして様々な施策や運動も展開され始めました。昨年の地域
医療構想調整会議で、当院の「2025プラン」として以下の3点、すなわち１）病診連携に基づいた高度急性期・
急性期医療を担う総合病院であること、２）がん拠点病院と地域医療支援病院の使命を果たす病院であるこ
と、３）次世代を担う医師をはじめとする若い医療従事者の教育と育成を担う医療機関であること、を掲げ
て地域医療と健康長寿に貢献することを示しました。また、昨年10月には「超高齢社会での地域医療を考える」
をメインテーマとして、第67回共済医学会を福岡国際会議場で開催致しました。全国の連合会病院から422
演題の応募、800名の参加があり、超高齢社会での医療のあり方や問題点について活発な討論がなされました。
2025プランの策定や学会を通じて、当院のプランを実現し地域のみなさんと一緒になって元気な長寿社会を
築くための課題やヒントも見つかりました。
さて、現在最も重要な案件は「医師の働き方改革」です。地域の皆さんの健康をサポートするためには医
療従事者が心身ともに健康であるべきですが、オーバーワークであることも事実です。地域医療構想、医療
事故調査制度、医師の診療科偏在と地域偏在などの問題と同様に私達だけではなく、国民の皆さんが医療の
現状と政策の背景を理解して、限られた医療資源、経済資源の中で、如何にしても国民皆保険制度や地域医
療を維持していくかを一緒に考えることが不可欠です。患者さんの不利益をできるだけ回避し、地域医療の
維持と医師の健康維持、両者のバランスがとれたルール作りになるよう強く願っています。
病院の将来構想と労務改善に向けての課題となすべき目標が定まり、今年は年頭からワクワクした気持で
す。干支に因めば猪突猛進ではありますが、広い視野で冷静に状況を見極めながら目標に向かって病院一丸
となって進みたいと思います。
患者さんの信頼と満足度を一段と高めるとともに、職員にとっても使命を達成する喜び、働く喜びがより
大きな病院になるよう舵を取りたいと思います。
最後になりましたが、本年が皆様にとりまして素晴らしい一年になりますことをお祈り申し上げます。

平成31年　元旦　
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看護部長　平野　礼子

皆様、新年明けましておめでとうございます。
今年は5月に平成から新元号となる節目の年です。

平成の病院医療を振り返りますと平成元年に「高齢者保健福祉推進10カ年戦略」が策定され、高齢
化に対応するための施策が動き始めました。そして現在、地域包括ケアシステムが推進され、病院な
どの医療機関や施設、在宅での治療、療養を有機的に繋ぎ、人々の暮らしを支えることが求められて
います。
当院は福岡糸島医療圏の地域医療構想の中で今後も急性期、高度急性期を担う病院として歩んでい
く予定です。看護部では、一昨年前より取り組んでおります院外の看護職や介護職に向けたセミナー
開催や退院後、在宅看護を受ける患者さん宅への看護師の同行訪問を継続し、患者の皆さんが住み慣
れた地域でより良い状態でより長く生活を維持することに貢献していきたいと考えています。

「働き方」に対する考え方も平成の時代に大きく変化しました。
「24時間、戦えますか？」という栄養ドリンクのTVコマーシャル覚えておられる方もいらっしゃる
と思います。 1988年（今から31年前）平成を迎えるころ流れていたフレーズです。当時は、長時間
働くことに誰も疑問を抱きませんでした。それどころか、価値が置かれていたように思います。今で
は長時間労働を強いられる企業はブラック企業と呼ばれ、多くの人が敬遠します。
長時間労働による過労死などの問題を背景に国は2016年9月「働き方改革実現推進室」を設置しま
した。当院では、同年より働き方改革の柱の1つである残業時間短縮の取り組みを開始していますが、
いまだ道半ばです。今後も働く一人一人の意識改革と業務の見直しや効率化に合わせて取り組み、職
場環境の改善に努めていきたいと思います。

本年も様々な課題に職員と協力して取り組んでまいります。
どうぞご支援の程、よろしくお願い申し上げます。

新年のごあいさつ
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日本病院薬剤師会がん薬物療法認定薬剤師

院外事例検討会発表 退院支援研修 患者相談

訪問看護認定看護師

【大久保志保】
訪問看護認定看護師の大久保志保です。私は、地

域医療連携課に所属し、主に相談業務・退院支援業務・
教育業務を行っています。

訪問看護認定看護師へ期待される役割に、最前線
に立って自ら専門性の高い看護を提供する他、訪問
看護師の指導的役割、医療・介護機関等との調整役・
コーディネート役として様々な職種関係者とのネッ
トワークを構築し、リーダーシップを発揮する役割、

２つが挙げられています。私はこの役割を果たすこ
とが、社会的使命だと考え日々活動しています。

近年、相談件数は増加傾向にあり、医療・生活・
家族問題等相談内容も複雑化しています。すべての
問題を解決することは難しいですが、患者さんを中
心とした地域の医療・介護・行政の方々と協力し、

「この方（家族も含めて）にとっての最善が何か」を
常に考え支援することを心掛けています。一人でも
多くの方に、「相談にきて良かった」と満足して頂け
るように、今後も更に自己研鑽していきたいと思い
ます。

【原友子、石丸隆之、田中早穂子、桑崎綾子、
町田梨絵子、松下尚弘】

　日本病院薬剤師会は、がん薬物療法に関する知識、
技能、臨床経験を修得した薬剤師をがん薬物療法認
定薬剤師として認定しています。当院においても6
名の薬剤師が取得しており、病棟や外来において、
患者さんによりよいがん医療を提供するために、日々

努力しています。患者さんへの説明文書（写真）も
がん薬物療法認定薬剤師を中心に作成しており、薬
物療法のスケジュールや副作用を分かりやすく理解
できるようにしています。また、化学療法委員会に
おいて、がん薬物療法の新規レジメンの受付や電子
カルテへの登録を行ったり、院内のがん診療セミナー
の講師を担当したりしています。がん薬物療法に関
するご質問等ありましたら、ぜひ、がん薬物療法認
定薬剤師までお尋ね下さい。

の
専門・認定看護師
メディカルスタッフ 紹 介
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地域医療連携課だより

平成30年11月13日（火）西鉄グランドホテルにて、平成30年度第2回浜の町病院地域医療連携の会を開催致しま
した。当日は地域の医師会の先生方、医療スタッフの方々 174名のご出席を頂きまして、盛会のうちに無事に終え
ることが出来ました。講演会では感染症内科医長　隅田　幸佑医師より「当院における不明熱診療について」、整形
外科部長　馬渡　太郎医師より「健康
寿命とＷＩＮＤＯＷ －骨粗鬆症と関節
疾患－」の講演を行いました。

懇談会では、福岡市医師会会長　な
がら医院　長柄　均先生によるご挨拶
及び乾杯ご発声で始まり、診療科毎の
テーブルを囲んで終始和やかな雰囲気
でした。最後に福岡市中央区医師会会
長　占部医院　占部　嘉男先生の締め
のご挨拶で盛況のうちに無事に終了と
なりました。懇談会では先生方から貴
重なご意見、励ましのお言葉を頂きま
してありがとうございました。地域医
療構想の実現にむけて、地域の多職種
の皆さんと協働で地域医療連携の推
進、強化に努めていく所存でございま
す。先生方の多数のご出席誠に有難う
ございました。

平成30年12月12日（水）に当院のが
ん患者の会「南風の会」主催によりクリ
スマスコンサートが開催されました。

「山の音楽家　shana」さんのオカリナ
とギターでの素敵な演奏に皆さん聞き
入っておられました。

ひと足早いクリスマスをありがとう
ございました。

平成30年11月26日（月）に、第25回市民公開講座を開催致しま
した。今回は「知っておきたい肺の病気」というテーマで、第一部　「肺
の生活習慣病　ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）」と題し呼吸器内科部
長　前山　隆茂医師より、第二部は「誤嚥性肺炎について」と題し、
呼吸器内科　麻生　達麿医師よりお話をさせていただきました。当
日は、124名と多くの方に御参加頂きまして、ありがとうございま
した。今後も参加者の皆様から頂いたご意見や感想をもとに、より
充実した市民公開講座の開催に努めてまいります。講座前に介護・
福祉等に関するミニ講座も開催していますのでたくさんの方のご参
加をお待ちしております。2 ヶ月に1回開催しておりますので、たく
さんの方のご参加をお待ちしております。

地域医療連携の会開催報告

クリスマスコンサート 市民公開講座開催報告

感染症内科医長　隅田　幸佑医師

福岡市医師会会長
ながら医院　長柄　均先生

整形外科部長　馬渡　太郎医師

福岡市中央区医師会会長
占部医院　占部　嘉男先生
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地域医療連携課だより

開催 開催日時 診療科/講師 タイトル

第26回
平成31年2月5日（火）※

14：00 ～ 15：30
※いつもと日程が異なります

ので、ご注意ください。
呼吸器外科　松本　耕太郎 もっと知ってほしい肺がんのこと～進化する外科治療～

第27回 平成31年3月25日（月）
14：00 ～ 15：30 腫瘍内科　三ツ木　健二 知っておきたい抗がん薬の知識

第28回 平成31年5月27日（月）
14：00 ～ 15：30 皮膚科　竹内　聡 アトピー性皮膚炎の治し方

第29回 平成31年7月22日（月）
14：00 ～ 15：30 泌尿器科　医師 泌尿器疾患について（仮）

第30回 平成31年11月25日（月）
14：00 ～ 15：30 感染症内科　隅田　幸佑 高齢者のワクチン接種について（仮）

開催日時：奇数月　第4月曜日　14時～ 15時30分（※第26回のみ異なります。ご注意ください。）
会　　場：浜の町病院　3階　研修講堂

※9月は祝日にあたるため、開催はありません。
※都合によりタイトルや内容を変更する場合がございます。お越しになる際はホームページにて最新情報をご確認ください。

【お問い合わせ】浜の町病院　地域医療連携課　092-721-9991

平成31年 浜の町病院 市民公開講座予定表

平成30年10月17日、18日の両日、福岡国際会議場において、国家公務員共済組合連合会に所属する全国
33病院の全ての職種が参加する第67回共済医学会を浜の町病院病院長　一宮仁が会頭を務め開催しました。

今回の学会では、「超高齢社会での地域医療を考える」をテーマとし、慶應義塾大学教授の権丈善一氏、
九州旅客鉄道株式会社相談役の石原進氏、富士通株式会社の田村憲一氏による特別講演を行ったほか、全
国から参加した医師、看護師、コメディカル、事務員等が多くの発表を行いました。

また、学会冒頭には、会頭を務めた一宮病院長より「浜の町病院のMission＆Positioning　～生い立ち
から超高齢社会まで～」と題し、浜の町病院の開設から現在に至るまでの変遷及び地域の医療環境から見
た病院の立ち位置、そして超高齢化社会の進展を見据えた地域医療構想を踏まえ、将来に向けた病院の取
り組みや方向性について会頭講演を行いました。

福岡市での共済医学会の開催は19年ぶりで、職員も手探り状態のなか準備、運営にあたりましたが、共
済医学会としては初めての試みとして特別講演を市民公開講座として実施したほか、福岡の食文化を解説
していただくランチョンセミナーを実施するなど、浜の町病院らしさ、福岡らしさを体感していただく工
夫も取り込んで開催することができました。

第67回共済医学会を開催
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第67回共済医学会を開催

　平成３０年４月より中央区赤坂で開業いたし
ました松嶋内科クリニックの松嶋と申します。
平成１８年に福岡大学医学部を卒業し、福岡大
学筑紫病院消化器内科で消化管の画像診断学や
炎症性腸疾患を中心に学んでまいりました。内
科・胃腸内科・内視鏡内科を標榜させて頂いて
おります。
　私と浜の町病院の関係は平成２８年３月から
始まりました。当クリニックの前身は「丸岡内
科循環器内科」であり、以前の浜の町病院の循
環器内科部長の丸岡雄二先生のクリニックであ
りました。丸岡雄二先生がご逝去され、不思議
なご縁で急遽私がクリニックを承継する事とな
りました。承継後の一年間は同輩の循環器専門
医にお願いして循環器内科として診療を継続し
ておりました。
　開業の構想などしていなかったため、どのよ
うに事を進めてよいのやら分からず、まずは当
クリニックのルーツでもあり、今後もお世話に
なるであろう、浜の町病院循環器内科へご挨拶
に伺いました。私としては専門分野が異なるク
リニックを承継した事に対して、少なからず不
安や心配があり、緊張しておりましたが、循環
器内科部長の臼井先生は気さくに丁寧な対応で
迎えて下さり、ご多忙中にも関わらず自ら病院
全体を案内して下さいました。その時のホッと

した気持ちを今でも覚えており、大変感謝して
おります。
　つい先日の事でありますが、大きな病院を受
診する事に消極的であった御高齢の僧帽弁閉鎖
不全症の方を浜の町病院循環器内科に紹介させ
て頂きました。受診を終えた患者さんより、「と
ても親身になって診療して頂いた。」「とても良
い病院を紹介してもらえて自分は幸せです。」
と喜びのお言葉をいただきました。診療内容が
素晴らしかったのは言わずもがなであります
が、この患者さんも私と同じく、先生方をはじ
めとしたスタッフの方々の対応に安堵感と信頼
を感じたのだと思います。患者さんに向き合う
姿勢の大切さを再認識させて頂きました。ま
た、良い病診連携が出来て、開業医としての仕
事が出来た気がしました。
　循環器内科の話題に偏りましたが、消化器内
科の瀬尾副院長先生は同門の先輩であり、今後
は私の専門の消化管分野でも同様に良い連携が
出来るよう日々の診療に取り組みたいと思いま
す。楽しく住みやすい地域づくりへ少しでも貢
献できればと考えております。浜の町病院の先
生方や近隣の先生方には、今後ご迷惑をおかけ
する事があるかと存じますが、何卒よろしくお
願い致します。

地域連携だより

登録医から
一 言

院長　松嶋　祐先生

松嶋内科クリニック
〒810-0042 福岡市中央区赤坂1丁目15-24

Tel:092-714-0461
Fax:092-714-0462

HP:http://matsucli.com
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国家公務員共済組合連合会　 浜の町病院外来診療担当医
■ 救急患者紹介連絡先	 月～金（８：30 〜 17：15）	 Tel 092-721-9913（連携課直通）／ Fax 0120-721-991（連携課直通）
	 上記以外の時間及び土日祝	 Tel 092-721-0831（病院代表）

（平成31年1月１日現在）
診　　療　　科 時間 専　門 月 火 水 木 金

内　　　　　科 午前

総 合 診 療 隅 田 幸 佑 南 　 順 也 当 番 医 隅 田 幸 佑 当 番 医
血 液 衛 藤 徹 也 吉 田 周 郎 衛 藤 徹 也 平安山英穂 栗 山 拓 郎
循 環 器 第1、3、5 髙原

第2、4　 本田 小 河 清 寛 臼 井 　 真 船 越 祐 子 塩 見 哲 也
消　化　器 尾 石 義 謙 瀬 尾 　 充 瀬 尾 　 充 岩 﨑 一 秀 尾 石 義 謙
腫　　　瘍 田 中 吏 佐 田 中 吏 佐 田 中 吏 佐 田 中 吏 佐 三ツ木健二
肝　　　臓 柴 田 倫 子 髙 橋 和 弘 具 嶋 敏 文 髙 橋 和 弘 髙 橋 和 弘
呼　吸　器 前 山 隆 茂 前 山 隆 茂 前 山 隆 茂 前 山 隆 茂 前 山 隆 茂

麻 生 達 磨 三 雲 七 重 麻 生 達 磨 鷲 尾 康 圭 三 雲 七 重
糖尿病内分泌 渡 邉 洋 子 平 松 真 祐 平 松 真 祐 渡 邉 洋 子 平松・渡邉
腎　　　臓 原 　 祥 子 吉 田 鉄 彦 出 口 孝 史 出 口 孝 史 吉 田 鉄 彦
膠　原　病 － 前川真貴子 吉 澤 誠 司 吉 澤 誠 司 －
感　染　症 隅 田 幸 佑 隅 田 幸 佑 隅 田 幸 佑 隅 田 幸 佑 隅 田 幸 佑

脳神経センター
　脳外科（月・水・金）の午後、
神経内科の午後は　　　　　
紹介患者と予約のみ　　　　

午前 脳外科
松角宏一郎

－
松角宏一郎

－
松角宏一郎

上坂十四夫 上坂十四夫 上坂十四夫
－ － －

神 経 内 科 松 山 友 美 佐竹・松山 佐竹真理恵 佐竹・松山 佐竹（新患のみ）

午後 脳 外 科
松角宏一郎

－
奥 田 智 裕 

－
松角宏一郎

奥 田 智 裕 － 奥 田 智 裕
－ － －

外　　　　　科
※木曜日の午後は　　　　　
　Dr大城戸への乳腺紹介のみ

午前
消化器・一般

山 元 啓 文 一 宮 　 仁 前 山 　 良 山 元 啓 文 植 木 　 隆
有村亜希子 植 木 　 隆 河 野 　 博 前 山 　 良 田 村 公 二 

－ 河 野 　 博 － 田 村 公 二 －
呼 吸 器 － － 松本耕太郎 松本耕太郎 －
乳腺・甲状腺 大城戸・有村 大城戸・河野 河 野 　 博 田 村 公 二 田 村 公 二 

午後 乳　　　腺 − − − 大城戸政行
（紹介新患のみ） −

産婦人科   新患は紹介のみ

　　 　※受付時間
　　　　 月・水・金 8：30～ 11：00
　　　　 火・木 8：30～ 10：30
　　　　 産科初診のみ婦人科で受付

午前

産 科 詠 田 真 由 中 西 貴 子 友 延 尚 子 木 下 綾 子 中 西 貴 子

婦 人 科

上 岡 陽 亮 前 原 　 都 上 岡 陽 亮 大 石 博 子 上 岡 陽 亮
大 石 博 子 高 杉 篤 志 中 西 貴 子 中 西 貴 子 大 石 博 子
友 延 尚 子 前 原 　 都 友 延 尚 子 前 原 　 都
木 下 綾 子 － 高 杉 篤 志 － 木 下 綾 子

－ － － － －
整　形　外　科

　　　　  新患は紹介のみ
　　　　  ＊受付時間
　　　　　  月・水・金 8：30～ 10：30
　　　　　  火・木 8：30～ 11：00

午前 整 形 外 科 紹介新患のみ
（当番医）

馬 渡 太 郎

紹介新患のみ
（当番医）

松 井 　 元 馬 渡 太 郎
松 井 　 元 井 口 貴 裕 井 口 貴 裕
川 原 慎 也 光 安 浩 章 光 安 浩 章
萩 尾 　 聡 萩 尾 　 聡 川 原 慎 也
山 中 美 沙 － －

形　成　外　科 午前 形 成 外 科 松 本 大 輔 － 松 本 大 輔 － 当番医舟橋ひとみ 舟橋ひとみ

泌　尿　器　科 午前 泌 尿 器 科
小 藤 秀 嗣 待鳥亜沙子 小 藤 秀 嗣 山 﨑 武 成 小 藤 秀 嗣
山 﨑 武 成 － 山 﨑 武 成 － 待鳥亜沙子

－ － － －
小　　児　　科 午前 小 児 科 鷲 尾 真 美 内 田 理 彦 内 田 理 彦 武 本 環 美 内 田 理 彦

午後 小 児 科 内 田 理 彦 － 武本（小児神経） １ヶ月健診 鷲 尾 真 美
予防接種 －  内分泌（第３） 循環器（第４） 健診・予防接種

耳 鼻 咽 喉 科 午前 耳  鼻  科
野 田 哲 平 玉 江 昭 裕

－
玉 江 昭 裕 玉 江 昭 裕

岡 　 正 倫 野 田 哲 平 野 田 哲 平 岡 部 　 翠
岡 部 　 翠 岡 　 正 倫 岡 　 正 倫 中島紘一郎

－ 中島紘一郎 岡 部 　 翠 －

眼　　　　　科 午前 眼  科 疋 田 伸 一 － 疋 田 伸 一 （当番医） 疋 田 伸 一
応援医 木 下 博 之 木 下 博 之

皮 膚 科　新患は紹介のみ 午前 皮 膚 科 竹 内 　 聡 小 田 真 理 竹 内 　 聡 竹 内  聡 竹 内 　 聡
小 田 真 理 呉 竹 景 介 小 田 真 理 呉 竹 景 介 小 田 真 理 

放　射　線　科 午前
放 射 線 科

松 浦 隆 志 松 浦 隆 志 松 浦 隆 志 － －
角 南 俊 也 角 南 俊 也 角 南 俊 也 角 南 俊 也 角 南 俊 也
亀井僚太郎 亀井僚太郎 亀井僚太郎 亀井僚太郎 亀井僚太郎

放射線治療外来 舛 本 博 史 舛 本 博 史 舛 本 博 史 舛 本 博 史 舛 本 博 史
平 峯 慶 子 平 峯 慶 子 平 峯 慶 子 平 峯 慶 子 平 峯 慶 子

 緩和ケア外来 午後 緩和ケア外来 永 山 　 淳 永 山 　 淳 － 永 山 　 淳 永 山 　 淳

健康医学センター（要予約） 午前 外来ドック 松 尾 千 華 松 尾 千 華 松 尾 千 華 松 尾 千 華 松 尾 千 華
久野千津子 久野千津子 久野千津子 － 久野千津子

午後は予約のみ
内分泌 第3水曜日/
循環器 第4木曜日のみ（予約）

※�原則として当院で診療を
行っている患者のみ
11：00～ 12：00 (完全予約制)

受付時間：午前８：30～11：00 　発行責任者／浜の町病院広報誌編集委員会　委員長　吉澤　誠司


